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生田のスパで、癒しのスパイス、 
ココロにちょっといい話
高橋　美子*
生田図書館正面入り口のガラス壁に、カラー刷り A0版の大きなポスター
が 2枚貼られている。1枚は 2014年度秋学期ココスパ 14名の話者予定、1
枚は上部にピンクと黄色と青と緑と紫の濃淡の色使いで「ココ♡スパ　コ
コロのスパで癒しのスパイス、プラスしてみませんか」と柔らかな文字が
語りかけ、ポスター中央にはピンクのハートが夢見るように心地良さげに
猫足のバスタブに浸かっていて、その周りには色とりどりの泡や花が舞っ
ている。バスタブの下には今週の話者の名前とテーマが描かれている。学
生たちからは「ポスターを見るだけで気持ちがやさしくなります。素敵な
ポスターですね。でもココスパって何ですか？何をするの？ココとスパの
間のハートの意味はあるのですか？」
生田図書館では、2013年 10月 17日に「ココ♡スパ」（以下、ココスパ）
を開始した。生田図書館 Gallery ZEROを会場として、毎週木曜日の昼休み
12時 20分から 40分までの 20分間、生田キャンパスの先生方が話者となっ
てお話いただく。テーマは自由、話す方法も自由、パソコン持参でプロジェ
クタを利用するもよし、機器を使わなくてももちろんよいし、椅子 20脚と
2台の長椅子を用意するが、地べたで車座で話してもよい、吟遊詩人のよう
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に楽器を奏でながら話してもよい。ご自分で話したいことを話していただ
く。若い時の苦い経験や失敗談もあれば、研究以外で打ち込んでいる話も
ある。ココスパ来場者は学生が中心であるが、生田図書館を利用できる人
であれば誰でも参加 OK、OBもいれば、川崎市民もいる。話者の先生方に
はテーマに関連するキーワードや紹介したい図書があれば、事前にご連絡
いただき、図書館は当日までに関連図書を会場に揃えておく。話者の先生
から連絡がない場合は、図書館員がテーマに関係する図書や先生のご専門
から図書を選んで並べておく。終了後、本は一週間展示しておくが、貸し
出されて殆どなくなってしまうこともある。
「ココ♡スパ」の発案と命名者は賀来華江副館長（2013年当時）である。
ココスパは、賀来先生と何度も何度も色々な話をし、人と人の理解を深め
ていく中で、共通の問題意識が立ち上がり、生まれたものである。一過性
のイベントでもなければ、何かを真似たものではない。
賀来副館長との初対面は、5年ぶりの図書館勤務となった生田図書館事務
長着任 2日後の 2013年 6月 12日。視線を感じて顔を上げると横山大観の
『無我』の童子が佇み、初顔合わせで話すこと 1時間。1度目から意気投合し、
その後、選書室や時には賀来先生の研究室で生田図書館の利用状況や施設
の現状、生田の図書館活用法、Gallery ZERO、新生田図書館のことなどを
『図書館年次報告書』の各種統計データや『教育・研究に関する年度計画書』、
生田キャンパスグランドデザイン専門部会等の資料を見ながら何度も話を
し、生田図書館の現状と課題についての共通理解を深めた。
賀来先生の話から生田キャンパスで過ごす学生たちの日常や今時の学生
気質、勉学や研究室での役割、彼らの時間の使い方、論文指導、就活、大
学院進学、博士研究員のことなど、図書館の中からは見えない理系の学生
たちの姿や研究室の様子を垣間見ることができ、また先生が日頃から感じ
ておられた生田図書館への要望もお聞きした。一つは車椅子や松葉杖利用
者への案内板の設置、二つ目は複雑な構造を持つ生田図書館の館内サイン
を分かりやすくしましょうということであった。前者については正面入り
口階段下からも見えるよう直ちに大きな案内板を出し、館内サインの改修
については予算措置が必要なので今後、計画を上げていくことにしている。
前者は高齢のご家族を持つ生活者の目線であり、後者は書庫で雑誌を探す
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時に迷ってしまい、目的の書架に辿り着けないという声をしばしば聞くと
いう経験から出たものである。困っている人がいれば問題を明確化し、す
ぐに動くという賀来先生の人柄がココスパ誕生へとつながっている。
「ココ♡スパ」誕生の端緒は、学部間共通総合講座「図書館活用法」（生
田キャンパス開講）の履修者減少である。生田の図書館活用法は 2010年度
を境に履修者が年々 10名近い数で減少し、活用法が期待する初年次教育の
目的を果たせなくなってきている。アンケートで受講者の声を聞き、出席
しやすい時間帯に変更するなど改善できるところはしてきたが、開講時間
を変更しても減少は止まらない。1週間を通して 1時限から 5限まで 1、2
年生の必修授業がびっしり入っている生田では、多くの 1、2年生が図書館
活用法を履修することは難しいという現状がある。入学後早い時期から図
書館に慣れ親しませ、OPACを手始めに様々な資料の検索方法を覚え、図
書館を毎日のキャンパス生活に取り込んでもらうにはどうすればよいか？
と話していた時に、生田の図書館活用法のコーディネータである賀来先生
から「事務長、図書館に行かないのは、1、2年生だけじゃない。研究室は
ゼミの学生が全員入れるほど広くない。彼らに研究室にいない時はどこで
勉強しているか聞くと、食堂館や校舎のフリースペースで勉強していると
いう。どうして図書館に行かないのか聞いてみると図書館では仲間たちと
話しながら勉強できないからという答えが返ってくる。パソコンがなくて
不便でしょうというと、授業がない時間は中央校舎の情報処理教室が自習
室として開放されるのでそちらを使い、18時の閉室後は食堂館 1階のフリー
スペースなどに移動しますといっている」と聞き、学生たちに図書館で勉
強するという選択肢がないことに驚き、45年前に建てられた生田図書館の
施設は、学生たちの多様な学習活動に対応していないことを痛感した。こ
のことは、生田図書館内にアクティブ・ラーニングルーム設置を考える一
つの契機となった。
生田キャンパスには理工学部、農学部合わせて約 7,600名の学生、大学
院生がおり、専任教員 280名余を合わせると 8,000名近い人間が在席して
いる（2014年 5月 1日現在）。理系学部からなる生田キャンパスの特徴は、
毎年 1,000名を超える大学院生が在席していることで、この数は理工学部
の 1年生の数とほぼ同じである。生田キャンパスは、学部 1年生から博士
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後期課程まで、学びのレベルは非常に幅が広い。さらに多くの学生は 3年
生から研究室に所属して、実験や研究に多忙な時間を過ごすようになるが、
これらのことは生田図書館の利用や図書館リテラシー教育の方法が、明大
の他館と異なってくる要因でもある。
近年、雑誌の電子化が進み、電子ジャーナルやデータベースを研究室や
自宅から検索できるようになったこともあって、生田図書館の一日平均入
館者数は 2010年度以降 1,000名を切ったまま、850名前後で推移する状態
が続いている。利用者区分別入館者統計からは教員の入館も少ないことが
わかる。理系キャンパスであり、雑誌の利用が多い生田では、冊子の時代
と異なり、来館せずとも電子化された図書館資料を使えるので、わざわざ
図書館に行く必要がないという研究者の声もよく聞く。しかし、教員が学
生に大学図書館での勉強や学生時代に様々な読書経験を積むことの大切さ
を語らなければ、学生の意識から図書館は抜け落ちてしまう。生田図書館
の試験期の一日の入館者数は 3,000名近くにもなるが、平日はその 1/3にも
満たない。生田キャンパスは、実験系の理系 2学部からなり、山上の孤立
した環境にある長時間滞在型のキャンパスであるにもかかわらず、図書館
がキャンパスの中で学生たちの居場所になっていない。
図書館は勉強する場所だけではなく、読書の場所でもある。賀来先生か
らは、「生田図書館には面白い本がたくさん揃っており、新着図書棚を見れ
ば思わず手に取りたい本が並んでいる。他大学から来た理系の研究者にも
そういわれる」とお聞きしたが、図書館に来なければそれに気がつかない。
学生たちに何とか図書館にきてほしい。
生田図書館の学習用図書選書はかなりユニークで、以前は自然科学分野
（NDC4～ 6類）の図書のみ重点的に収集していた時期もあったが、現在は
多岐に渡る選書を行っている。職員のベテラン選書担当者からは「街の本屋」
の書棚をイメージして選書を行っており、他地区からポータルで貸し出さ
れる本が非常に多いと報告がある。学生たちが読んでみたいと思う本を揃
えているということでもある。
生田図書館は明治の他館と異なり、学習用図書の選書は職員だけでなく、
理工学部、農学部の図書委員各 2名の他 , 両学部の全学科ならびに共通科目
群から各 1名ずつ選出された選書委員からなる「理工学部・農学部教員に
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よる学習用図書選書委員会」(全 14名、図書委員を出している学科は選書
委員を兼務 )による選書を行っている。月に 2回、図書館から見計らい図書
搬入を連絡すると委員の先生方が授業の合間を縫って来館されて選書する。
始まったのは 2000年度で、当時の図書委員から「学生たちのための学習用
図書選書は図書館員だけでなく、教員も関わることが必要である」という
声があがり、図書委員会で承認されて立ち上がったものである。当初は全
地区にあったが、現在では生田図書館のみ行われている。
図書館は人類の知の宝庫であり、明治大学図書館 4館の本はポータルサー
ビスで取り寄せて貸出できるといっても、生田の学生たちの貸出の多くは
授業で必要な専門書である。生田の学生たちは授業を受ける前後で読まな
ければならない専門書が大変多い。生田図書館の年間ベストリーダーの 10
位あたりまでは専門書であり、他館と異なる大きな特徴である。専門書を
読むことに追われ、様々な分野の読書経験を経ないまま、卒業していく。
現代の日本では 4割の大学生が 1日の読書時間ゼロという報道もある中
で、本を読む経験を持たない学生が自分の頭で考え、思考をまとめ、レポー
トや論文を書くことができるのか。図書館活用法には「レポート・論文の
書き方」（講義と演習）の項目があるが、書き方以前の問題である。学生時
代に多くの本を読むことの大切さは、社会で経験を積んだ大人だからこそ
知っている。学生時代にもっと本を読んでおけばよかったということに気
づくのは、忙しくて本が読めなくなってからである。グローバル化の時代
だからこそ、留学や仕事で出会った外国人に日本の文化や歴史、神話や宗教、
歴史上著名な文学者や作品などについて尋ねられることがある。今秋のコ
コスパで、30代のはじめにカナダに 3年間研究留学した時の話をされた先
生が、「言葉は道具にすぎない。日本の文化や歴史などについて聞かれても
語れる内容をもたなければ恥ずかしい思いをする。学生時代に専門書以外
の本を読むことは大切である」と話しておられたが、経験者の話だからこ
そ、そして先生が語るからこそ、学生たちに響く。教員の言葉の力は大きい。
ココスパでいつも感じることである。
身近な先生方に図書館に来てもらい、学生時代の読書体験を語り、本を
すすめてもらうことができないか。生田図書館では過去何度か理工学部、
農学部の先生方に学生へのおすすめ本を上げてもらい、教員ごとのおすす
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め本コーナーを設けて期間限定で配架したこともあるが、一過性で終わっ
てしまう。読書好きな学生は放っておいても色々な本を読む。専門書以外
殆ど読まない学生にこそ、本を読む楽しみと大切さを知ってもらいたい。
そんな話をしていた時に賀来先生が、「生田キャンパスで 4年ないし 6年
間過ごしても学生たちが日々出会うのは、同級生、ゼミの先輩、後輩、ゼ
ミの先生、所属する学部、学科の先生、クラブやサークルの仲間たちが殆
どであり、生田キャンパス全体から見れば狭い範囲でしかない。出会えな
い人間の数の方が圧倒的に多い。他学部の先生の授業や話を聞く機会もあ
まりない。今の学生はラインや携帯でつながっていても浅く広くで、悩ん
だ時に心の扉を開けて話す相手はいない。最近、思い詰めた暗い顔をして
いる研究室の学生を見て心配になって声をかけ、話を聞いてみたら失恋し
たばかりということがあった。大人からみれば微細なことでも、本人にとっ
ては人生は絶望と感じている場合もある。学生たちは挫折や障害にぶつかっ
ても切り抜けていく経験値が少ない。先生方は教員になるまで色々な経験
をしてきているし、心の引き出しもたくさん持っている。図書館で出会い
の場を作りましょう。両学部の先生に昼休みに心にスパイスとなるような
話をしてもらって、読んできた本の話もしてもらいましょう。学生は一方
的に先生の話を聞いてお終いではなく、双方向で話ができるような場とし
ましょう。心のスパで癒しのスパイスなんてどうかな？今、みんな忙しく
て疲れているからね。事務長、早速秋から始めましょう。初回は私がやり
ます」
「ココロのスパで癒しのスパイス、プラスしてみませんか」、略して「コ
コ♡スパ」の誕生である。ココとスパの間にハートマークがあるのは、暖
かなハートが温かなスパ（温泉）に浸かっているイメージを表しており、
赤いハートは賀来先生のトレードマークである。
賀来先生は持ち前の行動力と人脈でココスパ話者（講師ではなく、話者
と呼ぶのは、ココスパが教えを講義する場ではなく、話をする場であり、
話者は文字通り話す人の意味である）を先生方に依頼し、図書館は職員で
毎回分担してテーマに関する図書を選書する。お知らせは図書館 HPだけで
なく、生田キャンパス内の中央校舎（診療所や会議室等がある 2階を除く 1
階から 6階）、理工学部、農学部の全校舎の掲示スペース、各学科の資料室、
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各校舎と食堂館のフリースペース、自習室、生田学生支援事務室と生田メ
ディア支援事務室の掲示板等、全部で40か所に及ぶ場所に翌週の話者とテー
マを記したポスターを毎週掲示している。ポスターは当初から事務長と嘱
託 1名で掲示して回っているが、事務長が動くと他の事務室へも頼みやす
いし、何より事務長自らポスター貼りをしていることで、生田図書館が何
か始めたと気づいてもらえる。大きなポスターを何本も抱えた事務長を後
ろから見ていた小倉現副館長からは「まるで用務員のようだね」と誉めら
れた！？が、用務員は生徒の顔をすべて知っており、気持ち良く学校生活を
おくるための縁の下の力持ちである。小倉先生の声かけには本当に嬉しく
なったし、何よりも「何してるの？」と興味をもってもらえる。5年ぶりの
生田キャンパスは知っている顔も多い。各場所へのポスター掲示はアナロ
グな方法とはいえ、それが一番多くの人たちの目につくからであり、宣伝
効果は大きい。教員からすれ違い様に「ココスパポスター見たよ」と声を
かけられることがあるし、ポスターを貼っていると学生から「ポスター貼
りを手伝います」といわれることもある。学内を回って他の部署等のポス
ターを見ることは、学内の今を知ることであり、図書館運営の参考にもなる。
かくして 2013年 7月から 8月中に話者が決まり、9月 4日にはココスパ
のロゴマークとなったピンクのハートがバスタブに浸かっているポスター
が完成した。ロゴマークの作成は賀来研究室の学生さんで、ポスター図案
作成は生田図書館の職員である。ココスパを開始した 2013年度後期の日程・
話者・テーマは次の通りである（職名は当時のもの）。
【2013年度後期】
第 1回：10月 17日 農学部生命科学科教授　賀来華江先生
テーマ：健康であることの意味
第 2回：10月 24日 農学部農芸化学科准教授　村上周一郎先生
テーマ：コミュニケーション：人と人との結びつき
第 3回：11月 7日 農学部農学科専任講師　大里修一先生
テーマ：夢、そして明大生に必要なもの
第 4回：11月 14日 理工学部物理学科教授　立川真樹先生
テーマ： 「Ken Evensonの思い出」：光の速さを測っ
た師匠の話
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第 5回：11月 28日 農学部農芸化学科准教授　佐々木泰子先生
テーマ：女性が仕事を持つということ
第 6回：12月 5日 農学部総合科目群専任講師　下永裕基先生
テーマ：ことばを活かして、自分を生かす
第 7回：12月 12日 理工学部電気電子生命学科准教授　池田有理先生
テーマ：「バランスの良い生きかた」を考える
第 8回：12月 19日 理工学部電気電子生命学科准教授　三浦登先生
テーマ：ネット時代の大学
第 9回：1月 9日 農学部生命科学科教授　賀来華江先生
テーマ：人との出会いと別れ
こうして始まった第 1シーズンのココスパであるが、参加者数は多い時
で 30名を超え、平均して 15名から 20名程度の参加者があった。2013年
度後期ココスパ最終回に行ったアンケート（記名は自由としたが、全員の
記名があった）は以下である。
1. 全部で 3回お話を聞かせて頂きました。3回とも非常にためになるお話
で、有意義な時間を過ごせました。また、これをキッカケに図書館に
「ココ♡スパ」ポスタ （ー2013年度）
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来る機会が増えました。規模も大きすぎず、小さすぎず、聞く側もマ
イクではなく生の声を聞く事で、話に説得力というか現実味が感じら
れてよかったです。次回、再度開催されるようでしたら、時間のある
時に参加したいです。
2. 今まで来てみたいと思いながらも来たことがありませんでした。今日
初めてお話を聞かせていただきました。来て、本当に良かったです。
今までの自分の考え、マイナスに考えてしまっていたことをプラスに
変えられたような気がします。魅力的な人間に変わっていきたいと思
いました。次年度もココスパがありましたら、ぜひ聞きに来たいです。
ありがとうございました。
3. 実験の都合などでココスパには 2回しか参加できませんでしたが、2
回ともまさにココロにスパイスをかけられたように感じました。普段、
授業では伺うことができないような貴重なお話を色々な先生がして下
さるというのは、とてもありがたい機会だと感じました。来年度も開
催されるようでしたらできるだけ参加したいと思います。ありがとう
ございました。
4. 3回しか参加していませんが、素晴らしいお話を毎回聞く事ができまし
た。自分で共感できるお言葉もあれば、意外に思える話もあって短い
時間ですが、様々なことを考えさせられました。来年の前期にも開催
されるのであれば時間の許す限り参加したいです。
5. 今回初めてココスパに参加しました。内容もこれからの自分の人生に
大きく関わってくる要素についてだったので、非常に興味深かったで
す。これから人と接していく中で、一度自分を見つめなおそうと思い
ました。また、ココスパが開かれるのであれば、違うテーマについて
の話も聞きに行こうと思います。
6. ココスパには 4～ 5回参加しました。両親以外から深い話の聞ける素
晴らしい機会でした。また開催されるのであれば、ぜひ参加させて下
さい。
7. ココスパには 3回参加しました。いろいろな人の話を聞くことで吸収
できることがあると思い参加しましたが、今回参加した 3回はすべて
有意義な時間を送ることができました。どんな話であっても、その人
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の考えが聞ける時間であるのでありがたいです。これからも続くので
あれば、ぜひまたいろいろな話を聞いてみたいと思います。生命科学
科にも魅力的な先生がたくさんいると思うので話を聞いてみたいです。
8. 人との接し方について、苦手な人をなるべく避けていたけれども、そ
の人とも出会ったことを大切にして苦手意識を持たないように自分を
変えていきたいと思った。また、気の合う人とももっと多くの時間を
共に過ごしていきたいと思った。2回しか参加できなかったが、自分の
生き方を見つめ直すいい時間をすごせたと思いました。また機会があっ
たら多くの時間を使ってよりよい人生をすごしていけるように考えて
いきたいと思いました。
9. 今回初めてココスパに参加させていただきました。率直に言うと前回
までの回に出ていなかったことに後悔しました。非常に深く考えさせ
る内容でした。今回の「出会いと別れ」など普段あまり考えないこと
を考える機会はなかなかありません。来年自分はいませんが、是非続
けてほしいと思います。
10. 多分、半分くらい参加しています。一度参加してファンになりました。
是非、続けて下さい！
11. 今回初めてココスパに参加したが、とても良かった。また時間があれ
ば参加したいと思うので、ぜひ来年度もやって欲しい。内容は普段授
業では扱わないようなテーマがいいので、今回のような人生のために
なる話をしてほしい。
12. 初めてココスパを聴きました。私自身も今日お話であったような様々
な出会いを持っている人間ではありません。なのでとても共感できま
した。今後は出会いを増やしていくために、多くの人に自ら声をかけ
たりして出会いを増やしていきたいと思います。
13. 中間テスト以外は全て出ました。自分は人生について考えたり、哲学
を考えたりすることが好きなので、ココスパで聞いた話はほとんど「そ
うだよな」と思いながら聞いていました。お話をしてくださる先生方
の専門としている分野は違えど、共通した考えがあることが面白く感
じました。学ぶことの根本は哲学にありと本で読んだことがあります
が、そんな感じだと思いました。一方でココスパでは、全体的に内面
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の話が多いので、ココスパという枠ではなくてもよいので、他の学部、
学科、研究室の研究を発表する機会を図書館で作ってもらえたら楽し
いかと思います。知の共有をすることでよりよい研究ができると自分
は考えています。
14. 参加回数は 5回です。高校入学以来、「生き方」に関することを学ぶ機
会が全く無かったので、ココスパは非常に自分のためになったと思い
ます。あと、この部屋の空間に何となく癒された気がします。
最終回の話者は賀来先生で、終了後アンケートを読み、ココスパのよう
な企画が待ち望まれていたことがわかり、さらにアンケート回答者のうち 8
名が 1，2年生であったことも私たちを力づけ、次年度もぜひ、ココスパを
続けましょうということになった。
2014年度は賀来先生がミシガン州立大学への在外研究で、副館長を同じ
農学部の小倉先生と交代されたが、2014年度春学期の話者をすべて依頼し
てから渡米され、その間は小倉副館長はじめ、賀来研究室のみなさんの協
力もあり、春学期全 13回のココスパを行い、秋学期全 14回を進行中である。
2014年度春・秋学期のココスパの日程・話者・テーマは次の通りである。
【2014年度春学期】
第 1回：4月 10日 農学部生命科学科教授　賀来華江先生
テーマ：友達の作り方
第 2回：4月 17日 理工学部電気電子生命学科 3年　鎌田翔仁さん
テーマ：職業・学生
第 3回：4月 24日 農学部生命科学科准教授　矢野健太郎先生
テーマ：人生における手堅いギャンブルのススメ
第 4回：5月 8日 農学部総合科目群准教授　高瀬智子先生
テーマ：学生相談室ってどんなところ？
第 5回：5月 15日 農学部博士研究員　中川知己先生
テーマ：賢い生き方って何！？
第 6回：5月 22日 理工学部物理学科教授　平岡和佳子先生
テーマ：そのメールって大丈夫？
第 7回：5月 29日 理工学部電気電子生命学科准教授　池田有理先生
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テーマ：上手な頭の切り替え方
第 8回：6月 5日 理工学部電気電子生命学科准教授　野村新一先生
テーマ：大人の修学旅行
第 9回：6月 12日 理工学部電気電子生命学科准教授　三浦登先生
テーマ：時は金なり：TIME IS MONEY
第 10回：6月 19日 理工学部電気電子生命学科准教授　嶋田総太郎先生
テーマ：「私」って誰？
第 11回：6月 26日 農学部総合科目群専任講師　長田蔵人先生
テーマ：科学的研究の成果をどう活かすのか？
生命倫理について
第 12回：7月 3日 農学部博士研究員　宮田佳奈先生
テーマ：週末婚の楽しみ方
第 13回：7月 10日 生田図書館事務長　高橋美子
テーマ：図書館のこと、知ってる？
2014年度春学期のココスパでは、学生が話者に立候補し（第 2回）、コ
コスパに参加した学生や先生方を前に話したが、彼は読書家で哲学書を中
心として非常に多くの本を読んでおり、今まで読んできた本の紹介もした
ので、参加した学生たちの刺激となり、聞く側となった先生方も興味深く
聞き入っていた。三線を弾きながら歌った先生の回には（第 3回）、演奏に
魅かれて入ってきて初めてココスパに参加した学生たちもいた。脳科学を
専門とする理工学部の先生から研究室での実験映像と話を聞いた農学部の
学生が、実験を見せてくださいと手をあげ、先生も「いいよ！ココスパで
はこういうことを期待していた」と仰って共に研究室に向かったこともあっ
たし（第 10回）、話す方も聞く方も慣れてきて、時間が過ぎても話者と参
加者が話し込むこともしばしばあった。
【2014年度秋学期】
第 1回：9月 25日  理工学部建築学科准教授　上野佳奈子先生
テーマ：標高 3000mの散歩
第 2回：10月 2日 理工学部総合文化教室准教授　波戸岡景太先生
テーマ：小説や映画やアニメを研究する方法
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第 3回：10月 9日 農学部助教　出﨑能丈先生
テーマ：「できること」ではなく、
「好きなこと」をやろう！
第 4回：10月 16日 理工学部建築学科専任講師　門脇耕三先生
テーマ：学生時代に考えたこと
第 5回：10月 23日 農学部総合科目群専任講師　辻朋季先生
テーマ：宮古島学への招待
第 6回：10月 30日 理工学部機械工学科教授　納冨充雄先生
テーマ：本棚の中から
第 7回：11月 6日 農学部博士研究員　霜野真幸先生
テーマ：細胞生物学者（初心者）の憂鬱
in Michigan
第 8回：11月 13日 理工学部総合文化教室専任講師　山本洋平先生
テーマ：僕は何を思えばいいんだろう
－ THE YELLOW MONKEY 「JAM」 と
＜豊かさ＞のデザイン
第 9回：11月 27日 理工学部電気電子生命学科准教授　梶原利一先生
テーマ：やっぱり研究者がイイ…
第 10回：12月 4日 農学部生命科学科教授　賀来華江先生
テーマ：生きるって！！
第 11回：12月 11日 農学部生命科学科准教授　大鐘潤先生
テーマ：グローバルとはいうものの…
第 12回：12月 18日  クリスマス・イベント　クラシック、ジャズ、ロッ
クコラボレーションコンサート　農学部生命科学
科学生と大学院生全 6名（板垣拓真さん、高木里
香さん、二宮悠輔さん、世耕広雄さん、関口吉則
さん、瀬古圭都さん）
第 13回：1月 8日 農学部生命科学科専任講師　中村孝博先生
テーマ：研究留学 in USA
第 14回：1月 15日 農学部食料環境政策学科専任講師　岡通太郎先生
テーマ：感情と信頼と経済
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2014年度秋学期のココスパは 30代前半の若手教員から 50代の教員まで
幅広い年代の話者が集まり、それぞれ世代により見てきたもの、感じてき
たこと、読んできた本も様々で、これだけ多岐に渡るテーマで、これだけ
の世代の教員から話を聞ける機会は授業はもとより、大学の中にいてもま
ず経験できない。終了後、一人の教員から「楽しいひとときでした。こうやっ
て、普段出会わない他学部の学生などと交流するのもとてもよい刺激です
ね。また機会がありましたら、よろしくお願いします」とメールがあった。
学生の他学部研究室訪問といい、ココスパは学生たちだけでなく、話者で
ある先生方にも刺激となっていることがわかる。
さらに生明祭以外で初めての試みである学生たちのコンサートには、70
余名の参加者があり、会場の Gallery ZEROはまるでウクライナ民話の絵本
『てぶくろ』のように「ぎゅうぎゅうづめのまんいん」の大盛況となった。
職員は昼休みでもカウンター業務があるため、全員で聞けることはない
が、できる限り時間をやり繰りして参加している。図書館職員全員で分担
するテーマに関連する図書の選書は、経験の少ないものには勉強になり、
ベテランにとっては、腕の見せ所となる仕事となる。ココスパのために毎
回 20脚の椅子と 2台の長椅子を並べ、館内アナウンスをし、パソコン準備
をする人たちがいる。話者が推薦した本や職員が選書した本を館内から集
める人がいる。ココスパは職員だけでなく、嘱託職員、業務委託者など生
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会場：生田図書館Gallery ZERO 
「ココ♡スパ」クリスマスコンサート（2014年12月18日）
ポスタ （ー左）と当日の様子（写真・右）
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田図書館で働く多くの人たちによって支えられている。
ココスパが始まって 1年半余、30名の先生が話者を引き受けくださって
いる。授業や実験、論文指導、研究活動、外部資金獲得等で非常に多忙な
理系の先生方がパワーポイントで資料を作り、貴重な昼休みを無償で学生
たちのために提供してくれている。3限に授業がある教員、学生もいるので、
ココスパ会場は食事の持ち込みを可としているが、話者もココスパ参加者
も 20分間集中しているので、食事持参で来ても食べる人は殆ど見かけない。
もっとリラックスできる場所が館内にあればよいが、現在の生田図書館で
は Gallery ZEROが最もリラックスできる場所である。
ココスパは学部を超えて教員同士のゆるやかなつながりがあり、学生と
教員の結びつきが強い生田キャンパスだからこそ、趣旨が理解されて実現
できたと思う。賀来先生は不在でない限り、毎回参加されており、小倉副
館長も参加される傍ら、2015年度ココスパのために周囲の先生方に話者依
頼の声掛けをしてくださっている。話者の先生方が別の先生に声をかける
こともある。みんな学生たちのために動いている。すごいことであると思う。
心に引き出しをたくさん持っている人ほど困難にぶつかった時も柔らか
く切り抜けられる。引き出しを増やすためには学生時代からたくさんの人
と出会い、色々な経験をし、本を読むことが大事である。読書体験は見も
知らぬ空間に降り立つことであり、過去、現代、未来の他者の人生の追体
験でもある。「自分ならどうする？」、そこから思考が始まる。ココロのス
パで聞いたちょっといい話やその時手にとって読んだ本は、社会人になっ
て忙しさの中で記憶が薄れていっても、人生のずっと後になって効いてく
る。生田のたくさんの先生方が、学生たちのことを思い、自らの時間を使っ
て、又とない機会を作ってくれていたかを暖かく、懐かしく思い出す日が
きっとくる。ココスパの話は記録に残していない。当初、映像に残すこと
も考えたが賀来先生はじめ、先生方から自由な雰囲気で話せなくなるとの
声があがり、とりやめた。ココスパの感動は話者と参加者の記憶の中にの
みとどまる。
賀来先生がココスパで語っておられたが、「誰かが自分のために時間を割
いてくれている。誰かが自分のために動いてくれているから、自分は今こ
うしていられる。でも若い頃や学生時代はそれに気がつかない…」、自分一
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人では生きていけない。年齢を重ねて気づくことでもある。
ココスパを始める時、賀来先生が「たった一人でもいいから、ココスパで
話を聞いて、心の扉を開けてくれればいい」といわれたが、たった一人でも
いいからという言葉は、賀来先生のすべての人への信頼を物語る言葉である。
人の心の中には自分がまだ気づいていないいくつもの扉がある。扉は一つ
ではない。未来はいくつもある。多くの鍵をココスパで見つけられるといい。
賀来先生が考え、生田図書館とともに耕した土壌からは、生田の先生方
の学生への暖かな思いという慈雨を得て、ハートの形をした小さな双葉が
たくさん芽生えてきている。ハートを枯らしてしまわないように、それで
はみなさん、ココスパでまた、お会いしましょう。
